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  論文の要旨 
 本論文では、モンゴル人民族主義者の視点から、1924 年から 1937 年にいたる内モン
ゴル民族主義運動の実態を総体的に考察することを試みる。本論文の構成は以下の通り。 
 
  序章 
  第一章 王公が率いる民族主義運動の新たな展開 
  第二章 内モンゴル人民革命党の活動 
  第三章 呉鶴齢の請願運動 
  第四章 徳王の「民族主義運動」観の形成 

























































 第三章では、従来の研究では分析が不十分であった 1928 年のモンゴル代表団の成立、
1930 年のモンゴル会議、1931 年の国民会議、1932 年の国難会議における呉鶴齢の活動を
考察し、次のような知見を得た。呉鶴齢の特徴は王公・元内人党人など、その身分・理念
を問わずともに活動し、民族主義運動に際してモンゴル人が団結して統一行動にでるべき
 であると強調したことである。本稿では、彼が王公が率いる「盟旗統一行動」に元内人党
人の参加を要請したことを明らかにした。そして彼はモンゴル人の統一行動の根拠となる
盟旗を保存することが、内モンゴル民族主義運動を成功させるために最も重要な前提条件
であると考え、「蒙古盟旗組織法」を作成した。しかし、「蒙古盟旗組織法」は、王公と元
内人党人の両者の主張を融合したため、結局は双方からの批判を浴びることになった。
しかし後の徳王の百霊廟自治運動そして蒙疆政権の発足も、呉鶴齢の主張を反映して
いた点からすれば、後の民族主義運動は確実に彼が示した方向へ向う姿勢を見せたと
いえる。 
第四章では、徳王の「民族主義運動」観の形成に重点を置き、彼が指導した百霊廟自治
運動に対して果たした彼の役割について考察した。郭道甫はこれまで打倒対象と見ていた
王公と本格的に接触し、従来の民主的な革命路線を変更して、新しい「民族主義運動」観
を形成させた。それは、王公、知識青年、民衆三者が統一行動を取るべきであり、そして
こうした統一行動を実現させるには宗教の力量を利用すべきというものである。徳王は反
呉鶴齢運動中に、従来の「盟旗統一行動」の構想を維持しつつ、郭道甫の「民族主義運動」
観と出会い、さらにそれを深めた。そのもとで各民族主義者の「民族主義運動」観が統一
する傾向が現れ、しかも内モンゴルの高度自治を宣言することで意志を統一させたのであ
る。この「民族主義運動」観は徳王のオリジナリティというより 1930 年代半ばにモンゴ
ル人の間に共通する民族主義運動の指導的な方針が生まれ、その時代に徳王が出現したと
言い換えれば妥当であるかもしれない。百霊廟自治運動が発足し、自治政府の樹立をめぐ
って国民政府との交渉が始まると、呉鶴齢、白雲梯など従来の民族主義運動の中心であっ
た人物も徳王を支持した。その基礎となったのが、徳王が彼らとの対立・協力の過程中に
形成し実践した「民族主義運動」観であった、と筆者は考えている。 
終章では、1924～1937 年の内モンゴル民族主義運動の総体像を提示した。つまり、1924
～1937 年の間に、各民族主義者の関係が対立から協力へ向う過程で、王公の「盟旗統一行
動」の構想を基礎に外モンゴルを中心とする「モンゴル世界」ではなく、民族そして地域
として内モンゴルの一体感を育成し（筆者はそれをこの時期の内モンゴルの個別性ととら
える）、内モンゴルにおける行政的統一を中心的な課題とする「民族主義運動」観が形成さ
れた。こうして内モンゴル人はやがて 1934 年には蒙古地方自治政務委員会というモンゴ
ル人の統一の行政組織を成立した。 
とはいえ、内モンゴル民族主義者が置かれた当時の政治環境は複雑であった。特に中国
内部の紛争そして緊張化する日中ソ三国の関係の下、徳王のもとに集まった内モンゴル民
族主義者たちにとって、この統一組織の維持は容易ではなかった。本論の成果をもとに、
1937 年以後の内モンゴル民族主義運動を当時の国際関係の中に位置づけ、漢語、モンゴル
語の档案史料を発掘し、その全体像を広い視野から考察することを今後の課題としたい。 
